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○帯広市図書館条例施行規則 

平成18年１月26日教育委員会規則第２号 

改正 

平成20年３月28日教育委員会規則第６号 

平成20年５月29日教育委員会規則第９号 

平成29年11月13日教育委員会規則第７号 

平成31年４月24日教育委員会規則第２号 

令和元年６月26日教育委員会規則第３号 

令和３年３月18日教育委員会規則第１号 

令和４年３月29日教育委員会規則第１号 

令和５年10月16日教育委員会規則第６号 

令和７年３月18日教育委員会規則第３号 

帯広市図書館条例施行規則 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規則は、帯広市図書館条例（昭和38年条例第８号。以下「条例」という。）の施行につ

いて必要な事項を定めるものとする。 

第２章 図書館奉仕 

（事業） 

第２条 図書館は、図書館法（昭和25年法律第118号。以下「法」という。）第３条の規定により、次

の事業を行う。 

(１) 図書館資料（法第３条第１号に掲げる図書館資料をいう。以下同じ。）の収集、整理、保存

及び貸出しに関すること。 

(２) 読書案内及び読書相談に関すること。 

(３) 図書館間の資料の相互貸借に関すること。 

(４) 移動図書館業務に関すること。 

(５) 読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展示会等の主催及び奨励に関すること。 

(６) 文献・情報の調査及び援助に関すること。 

(７) 他の図書館、学校、研究所、研究機関等との連携協力に関すること。 

(８) その他、図書館の目的を達成するために必要な事業 

（開館時間） 

第３条 図書館の開館時間は、次のとおりとする。ただし教育委員会が特に必要と認めたときは、こ

れを変更することができる。 

(１) 次号に掲げる施設を除く全館 午前10時から午後８時まで（土曜日、日曜日及び祝日（国民

の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日をいう。以下同じ。）にあっては、

午前10時から午後６時まで） 

(２) 多目的視聴覚室、研修室、展示コーナー、録音室、視聴覚資料編集室及び朗読サービス室 午

前10時から午後10時まで 

（休館日） 

第４条 図書館の休館日は、次のとおりとする。ただし、教育委員会が特に必要と認めたときは、こ

れを変更し、又は臨時に休館することができる。 

(１) 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日とする。） 

(２) 年末年始（12月29日から翌年の１月３日までの日とする。） 

(３) 月末整理日（毎月末日とする。ただし、当該日が土曜日、日曜日又は前２号に規定する日の

場合は、順次これを繰り上げる。） 

(４) 特別整理期間（年間10日以内において、教育委員会が定める期間とする。） 

（入館者の遵守事項等） 

第５条 入館者（敷地内に立ち入る者を含む。）は、次の各号に掲げる事項を守らなければならない。 

(１) 危険物を持ち込まないこと。 
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(２) 所定の場所以外に図書館資料を持ち出さないこと。 

(３) 図書館資料及び施設、設備、備品等を損傷しないこと。 

(４) 他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をしないこと。 

(５) 所定の場所以外で飲食及び携帯電話、スマートフォン等による通話（着信音を発することを

含む。）をしないこと。 

(６) 喫煙をしないこと。 

(７) その他職員の指示に従うこと。 

（入館の制限） 

第６条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する者は、入館を断り、又は退館させることがで

きる。 

(１) 前条各号に規定する事項を守らない者 

(２) その他図書館の管理上支障があると認められる者 

（損害賠償） 

第７条 利用者は、故意又は過失により図書館資料及び設備、備品等を著しく汚損、破損又は紛失し

たときは、その損害を賠償しなければならない。 

第３章 個人貸出し 

（貸出しの対象） 

第８条 図書館資料の個人への貸出し（以下「個人貸出」という。）を受けることができる者は、次

の各号のいずれかに該当し、かつ、次条の規定により登録を受けた者とする。 

(１) 十勝管内市町村に居住する者 

(２) その他教育委員会が特に認めた者 

（登録手続等） 

第９条 個人貸出の登録をしようとする者（以下「申込者」という。）は、利用登録申込書（別記様

式第１号）を提出するとともに前条に規定する対象者であることを確認できる書類を提示しなけれ

ばならない。ただし、申込者が、教育委員会が指定するウェブサイトを利用する方法で申し込むと

きは、書面に代えて、当該書面に係る電磁的記録により行うことができる。 

２ 教育委員会は、前項の規定による申し込みがあった場合において、当該申し込みをした者が前条

に規定する対象者であることを確認したときには、速やかに利用者登録を行い、利用者カード（別

記様式第２号）を交付するものとする。 

３ 前２項の規定による利用者カードの有効期限は、登録の日から起算して３年を経過した日とする。 

４ 前項の有効期限到来後も継続して登録しようとする者は、当該有効期限が到来する２月前から、

第１項に規定する書類の提示または同項ただし書きに規定する方法により、登録を更新することが

できる。 

５ 利用者カードの交付を受けた者（以下「登録者」という。）は、利用者カードを第三者に貸与し、

又は譲渡してはならない。 

６ 登録者は、利用者カードを紛失し、又は利用者登録の内容に変更が生じた場合は、速やかに教育

委員会に届け出なければならない。 

７ 教育委員会は、登録者が前条第１項各号に掲げる要件に該当しなくなったと認めたときは、その

者の登録を取り消すものとする。 

（貸出し等） 

第10条 個人貸出を受けようとする者は、前条の規定により交付された利用者カードを提示しなけれ

ばならない。 

２ 図書館資料の貸出数及び貸出期間は別表１のとおりとする。ただし、当該期間の末日が第４条に

規定する休館日と重なったときは、順次これを繰り下げる。また、第４条による休館が５日以上連

続する場合、休館開始前14日間（当該期間の開始日が第４条に規定する休館日と重なったときは、

順次これを繰り下げる。）は、個人貸出しに限り図書資料の貸出数及び貸出期間を別表２のとおり

とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、教育委員会が特に必要と認めた場合は、期間及び冊数を別に指定する

ことができる。 

４ 貸出しを受けた図書館資料は第三者に転貸してはならない。 
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５ 貸出期間の延長は、当該期間内に申し出るものとし、予約がない場合に限り１回まで認める。こ

の場合において、延長期間は申出日から２週間を限度とする。 

（貸出しの停止） 

第11条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、一定の期間貸出しを停止し、又

はその登録を取り消すことができる。 

(１) 登録について虚偽の申請を行い、又は利用者カードを他人に使用させるなど不正な行為をし

た者 

(２) 図書館資料を期間経過後もなお返却しない者 

(３) その他教育委員会が貸出しの停止が適当と認める者 

（館外貸出しの制限） 

第12条 加除式資料、貴重図書、地域行政資料その他教育委員会が特に指定した図書館資料は館外へ

の貸出しを行わないものとする。 

第４章 団体貸出し 

（貸出しの対象） 

第13条 図書館資料の貸出し（以下「団体貸出」という。）を受けることができる団体は、市内の地

域団体、読書会、その他の団体で、教育委員会が適当と認めた５人以上で構成する団体とする。 

（登録手続等） 

第14条 団体貸出の登録をしようとする者は、あらかじめ団体登録申込書（別記様式第３号）を提出

するとともに、当該団体の代表者又は担当者の本人確認書類を提示して、団体利用者カード（別記

様式第４号）の交付を受けなければならない。 

２ 前項による利用者カードの有効期限は、登録の日から起算して３年を経過した日とする。 

３ 前項の有効期限到来後も継続して登録しようとする者は、当該有効期限が到来する２月前から、

第１項に規定する書類を提示することにより、登録を更新することができる。 

（個人貸出し規定の準用） 

第15条 第９条第５項及び第６項、第10条第１項から第４項まで、第11条並びに第12条の規定は団体

貸出について準用する。 

第５章 移動図書館及び地域図書コーナー 

（移動図書館） 

第16条 市内を巡回して、図書館資料の貸出しその他の奉仕を行うため、移動図書館を設ける。 

２ 移動図書館の巡回日時及び場所については、教育委員会が別に定める。 

３ 教育委員会は、天候の不順等により巡回が適当でないと認めたときは、巡回を中止することがで

きる。 

（貸出しの期間及び冊数） 

第17条 第３章（第10条第５項の規定を除く。）及び第４章の規定は、移動図書館について準用する。 

（地域図書コーナー） 

第18条 教育委員会は、適当と認めた施設内の図書コーナーに図書館資料を置いて、貸出しその他の

奉仕を行う。 

２ 地域図書コーナーの図書館資料の利用に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

（学校図書館への貸出し等） 

第19条 市内小中学校及び義務教育学校図書館の活性化を目的として図書館資料の貸出しを行う。 

２ 学校図書館の代表者は、教育委員会の指示に従うとともに、貸出しを受けた図書館資料の保管及

び運用について責任を負うものとする。 

３ 学校図書館へ貸出しする図書館資料の数は、一館につき300冊とし、その貸出期間は、１月以内と

する。 

４ 前２項に定めるもののほか、学校図書館への図書館資料の利用に関し必要な事項は、教育委員会

が別に定める。 

第６章 電子図書館 

（電子図書館） 

第20条 電子書籍の貸出しを受けることができる者は、第９条の規定による登録者（ただし、有効な

利用者カードの所持者に限る。）とする。ただし、教育委員会が特に必要と認めた場合は、この限
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りではない。 

２ 電子書籍の貸出数及び貸出期間は、別表１のとおりとする。 

３ 前項の規定にかかわらず、教育委員会が特に必要と認めた場合は、貸出数及び貸出期間を別に指

定することができる。 

４ 貸出期間の延長は、利用者が終了日時の３日前から終了日時までに申し出るものとし、予約がな

い場合に限り１回まで認めるものとする。この場合において、延長期間は申出日時から１週間を限

度とする。 

第７章 資料の複写 

（図書館資料の複写） 

第21条 著作権法（昭和45年法律第48号）第31条の規定により、図書館資料の複写の提供を受けよう

とする者（以下「複写申請者」という。）は、教育委員会の承認を受けなければならない。 

２ 次の各号に掲げる図書館資料の複写の提供はしない。 

(１) 複写することにより資料に損傷をきたすおそれのあるもの 

(２) その他教育委員会が複写を不適当と認めるもの 

３ 図書館資料の複写の提供に要する費用は申請者の負担とし、その額は次のとおりとする。 

区分 複写料金（Ａ３まで１枚当たり） 

白黒複写 10円 

カラー複写 50円 

第８章 雑則 

（委任） 

第22条 この規則に定めるもののほか、図書館の管理運営に関し必要な事項については、教育委員会

が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成18年３月３日から施行する。 

（帯広市図書館図書閲覧規則等の廃止） 

２ 次に掲げる規則は、廃止する。 

(１) 帯広市図書館図書閲覧規則（昭和36年帯広市教育委員会規則第１号） 

(２) 帯広市図書館視聴覚教材教具貸出規則（昭和47年教育委員会規則第11号） 

（準備行為） 

３ 個人貸出しの登録の申し込み、その他の図書館事業を行うために必要な準備行為は、この規則の

施行前においても行うことができる。 

附 則（平成20年３月28日教委規則第６号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に残存する用紙は、なお当分の間使用することができる。 

附 則（平成20年５月29日教委規則第９号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成29年11月13日教委規則第７号） 

この規則は、平成29年11月21日から施行する。 

附 則（平成31年４月24日教委規則第２号） 

この規則は、平成31年５月１日から施行する。 

附 則（令和元年６月26日教委規則第３号） 

この規則は、令和元年７月１日から施行する。 

附 則（令和３年３月18日教委規則第１号） 

この規則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年３月29日教委規則第１号抄） 

（施行期日） 
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１ この規則は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年10月16日教委規則第６号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和５年12月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の帯広市図書館条例施行規則（以下「旧規則」と

いう。）第９条の規定により個人貸出の登録を受けた者の利用者カードの有効期限は、令和６年８

月１日以後最初に到来する誕生日とする。 

３ この規則の施行の際現に旧規則第14条の規定により団体貸出の登録を受けた者の利用者カードの

有効期限は、令和６年８月１日以後最初に到来する当該登録の日に応当する日とする。 

附 則（令和７年３月18日教委規則第３号） 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

別表１（第10条、第20条関係） 

区分 貸出数 貸出期間 

個人貸出し 図書、資料 １人10冊以内 14日以内 

視聴覚資料 １人３点 14日以内 

視聴覚機器 １人３点 14日以内 

団体貸出し 図書、資料 １団体100冊以内 １か月以内 

視聴覚資料 １団体３点 14日以内 

視聴覚機器 １団体３点 14日以内 

移動図書館 図書、資料 １人10冊以内 次の巡回日まで 

移動図書館（団体

貸出し） 

図書、資料 １団体100冊以内 次の巡回日まで 

電子図書館 図書、資料 １人３冊以内 168時間以内 

別表２（第10条関係） 

区分 貸出数 貸出期間 

個人貸出し 図書、資料 １人15冊以内 21日以内 

視聴覚資料 １人５点 21日以内 

視聴覚機器 １人３点 21日以内 
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別記様式第１号（第９条関係） 
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別記様式第２号（第９条関係） 
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別記様式第３号（第14条関係） 
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別記様式第４号（第14条関係） 

 


